
９
月
定
例
会

請 

　
願

◆
請
願
第
３
号　

ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
「
現

行
法
」（
原
子
爆
弾
被

爆
者
に
対
す
る
援
護
に

関
す
る
法
律
）
改
正
を

求
め
る
請
願

〈
請
願
者
〉

岩
手
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

 

会
長　

伊
藤　

宣
夫

 

主
旨
採
択

◆
請
願
第
４
号　

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
の
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
１
５

年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
請
願

〈
請
願
者
〉

岩
手
県
教
職
員
組
合
花
巻
遠
野
支
部

 

支
部
長　

菊
池
利
行
ほ
か
１
名

 

採　
択

◆
請
願
第
５
号　

「
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
臨
時
特
例
交
付

金
」
継
続
の
請
願

〈
請
願
者
〉

岩
手
県
教
職
員
組
合
花
巻
遠
野
支
部

 

支
部
長　

菊
池
利
行
ほ
か
１
名

 

採　
択

◆
請
願
第
６
号　

農
業
委
員
会
・
企
業
の

農
地
所
有
・
農
協
改
革

な
ど
、「
農
業
改
革
」

に
関
す
る
請
願

〈
請
願
者
〉

遠
野
市
農
民
組
合　

 

代
表
者　

阿
部　

喜
一

 

不
採
択

◆
請
願
第
７
号　

政
府
に
よ
る
緊
急
の
過

剰
米
処
理
を
求
め
る
請

願
〈
請
願
者
〉

遠
野
市
農
民
組
合　

 

代
表
者　

阿
部　

喜
一

 

採　
択

◆
請
願
第
８
号　

消
費
税
増
税
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願

〈
請
願
者
〉

消
費
税
廃
止
岩
手
県
各
界
連
絡
会

 

代
表　

藤
澤　

光
一

 

採　
択

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
５
件

の
議
員
発
議
案
（
条
例
案

１
件
、
意
見
書
４
件
）
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
発
議
案
第
６
号
か
ら

第
９
号
ま
で
の
４
件
は
、

請
願
の
採
択
を
受
け
て
提

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
発
議
案
第
５
号　

遠
野
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
を
18
人
に
削

減
し
た
こ
と
に
伴
い
、
議

会
の
常
任
委
員
会
な
ど
の

定
数
を
変
更
し
ま
し
た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
６
号　

消
費
税
10
％
増
税
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
経
済
は
、
年
金
等

社
会
保
障
削
減
の
影
響
も

受
け
、
更
な
る
消
費
税
増

税
は
一
層
深
刻
な
消
費
不

況
を
招
き
、
地
域
経
済
に

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

政
府
は
、「
消
費
税
は

社
会
保
障
財
源
に
充
て

る
」
と
し
て
い
る
が
、
不

透
明
な
部
分
が
あ
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、
消
費
税
10
％
増

税
の
中
止
を
求
め
る
。

反
対
討
論

　

１
千
兆
円
を
超
え
る
国

債
の
残
高
や
少
子
高
齢
化

に
伴
う
社
会
保
障
の
財
源

増
し
を
放
置
す
る
こ
と

は
、
対
外
的
な
国
の
信
用

の
低
下
や
国
民
の
将
来
に

対
す
る
不
安
感
を
増
幅
す

る
。
消
費
税
増
税
分
は
社

会
保
障
の
充
実
を
目
的
と

し
て
お
り
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て

将
来
を
託
す
た
め
に
も
、

消
費
税
増
税
を
真
正
面
か

ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

　
瀧
澤
　
征
幸 

議
員

賛
成
討
論

　

国
債
残
高
は
、
消
費
税

導
入
後
も
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
輸
出
企
業
に
対
し

て
は
、
莫
大
な
輸
出
戻
し

税
が
あ
り
、
消
費
税
を
増

額
す
れ
ば
税
収
が
上
が
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
で
は
、
消
費
税
に
よ

り
消
費
者
が
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
以
上
に
、
中

小
企
業
は
、
来
年
の
消
費

税
の
納
税
に
苦
し
ん
で
お

り
、
消
費
税
の
増
額
中
止

に
賛
成
す
る
。

 

小
松
　
大
成 

議
員

◆
発
議
案
第
７
号　

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
の
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
求
め

る
意
見
書

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

に
対
す
る
き
め
細
か
な
対

応
や
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
30
人
以
下
学
級
の

推
進
を
す
る
と
と
も
に
教

育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
国
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

◆
発
議
案
第
８
号　

「
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
臨
時
特
例
交
付

金
」
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

　

本
交
付
金
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
を
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
等

が
困
難
な
子
ど
も
を
対
象

に
、
国
に
よ
る
就
学
支
援

等
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。被
災
地
は
、未
だ
復

興
半
ば
で
あ
り
、
支
援
の

継
続
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
震
災
に
よ
り
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
の
就
学
・
修

学
を
保
障
す
る
た
め
、
本

交
付
金
の
継
続
を
求
め
る
。

◆
発
議
案
第
９
号　

政
府
に
よ
る
緊
急
の
過

剰
米
処
理
を
求
め
る
意

見
書

　

平
成
26
年
産
米
の
価
格

の
大
暴
落
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

米
の
需
給
と
価
格
の
安
定

の
た
め
、
国
に
緊
急
の
過

剰
米
処
理
を
求
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
発
議
案
の
可

決
に
よ
り
、
平
成
26
年
９

月
19
日
付
け
で
、
衆
参
両

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
関
係
大
臣
あ
て
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で

は
、
事
業
の
成
果
と
決
算

不
用
額
の
要
因
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
さ
れ
、
６
款
農

林
水
産
業
費
に
お
い
て

は
、
放
射
能
汚
染
ホ
ダ
木

を
チ
ッ
プ
化
し
、
野
積
み

状
態
と
な
っ
て
い
る
現
状

の
対
策
や
牧
草
地
の
除
染

耕
起
不
能
地
の
取
り
扱
い

な
ど
の
農
林
水
産
業
に
お

け
る
放
射
能
汚
染
対
策
に

つ
い
て
、
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
能
汚
染
対

策
調
査
特
別
委
員
会
が
行

っ
て
き
た
調
査
内
容
に
つ

い
て
、
委
員
長
か
ら
最
終

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
震
災
前
と
同
様
に
良
質

な
原
木
し
い
た
け
生
産
を

行
う
に
は
、
除
染
さ
れ
た

汚
染
物
の
処
理
、
更
新
ホ

ダ
木
の
再
汚
染
防
止
な

ど
、
除
染
後
の
ホ
ダ
場
の

管
理
体
制
に
つ
い
て
の
課

題
が
あ
る
こ
と

②
汚
染
草
地
の
除
染
に
つ

い
て
は
、
除
染
箇
所
、
面

積
の
把
握
に
曖あ

い

昧ま
い

な
点
が

感
じ
ら
れ
、
県
と
市
が
一

体
と
な
っ
て
取
組
む
姿
勢

が
必
要
で
あ
る
こ
と

③
汚
染
後
の
農
家
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る

農
家
支
援
、
汚
染
牧
草
の

焼
却
な
ど
の
課
題
が
あ
る

こ
と

④
国
・
県
の
政
策
に
留
ま

ら
ず
、
市
独
自
の
支
援
、

解
決
策
が
必
要
で
あ
る
こ

と
　

引
き
続
き
新
た
な
議
員

で
構
成
す
る
特
別
委
員
会

に
更
な
る
調
査
を
切
望
す

る
と
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
９
月
定
例
会
が
、
９
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
平
成
25
年
度
決
算
関
係
９
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
関
係
７
件
、
条

例
の
制
定
８
件
、
そ
の
他
２
件
の
26
議
案
の
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、

最
終
日
に
は
、
補
正
予
算
の
追
加
議
案
１
件
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
の
制
定
１
件
、

意
見
書
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

平成25年度決算

歳出総額271億円を認定
（一般会計総額は187億円）

課
題
が
残
る
放
射
能
除
染
を
議
論

3 2とおの議会だより とおの議会だより

9 月 定 例 会9 月 定 例 会


